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上巻・「第１１ 検地筭・円」 

  

はじめに 

 田原嘉明の「新刊算法起」の中で取り上げた検地算の具体的な問題の４つ目を、ここで

は考えたいと思います。やはり図形の基本形として、正方形、長方形、正三角形という形

を問題にしてきましたが、ここでは円をとりあげましょう。これは現代の算数教育でも同

様の取り上げ方をしているのかどうかがポイントになります。この３７０年余りで何が変

わったのか、が見えてくると面白いと思います。 

  

 

１．「検地筭・円」の問題とは 

 ここで取り上げた円ですが、まずは、新刊算法起の原文を掲載しましょうか。 

読下し文も掲載しておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最初の 

 １反という 

は、答えですね。とすると問は、 

「直径が１９間３尺１寸５分３厘の円があります。この円の面積はいくらになりますか」 

でしょう。 

 和算の問題を見ていて感じるのですが、まず分かるのは直線の長さだということです。 

一番測りやすいのでしょう。 
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２．円の面積を求める 

 前ページの読下し文を現代文にな 

おします。右のようになります。 

 最初にやっている計算は、 

 ３尺１５３を６．５で割って、 

１９間をたせば１９間４８５と 

なります 

 これは、何をやっているかという 

と、本文では「間」と「尺」という 

二種類の単位が混じっているので、 

尺の単位を間の単位にそろえている 

んです。この時代は、 

 １間＝６．５尺 

という関係になりますので「尺」を「６．５」で割って、「間」の単位にしています。 

 ３．１５３÷６．５＝０．４８５０７６９２３ 

          ≒０．４８５ 

それに元の１９間を加えるので、 

 １９間＋０．４８５間＝１９．４８５間 

となりました。これが、円の田の直径です。 

 これを二乗すれば、３７９．６６５となります 

 １９．４８５×１９．４８５ 

＝３７９．６６５２２５ 

          ≒３７９．６６５（間２＝坪） 

これが、右の図の薄青い正方形の面積です。 

 これに円法０．７９をかければ３００坪となります。これを田の法３で割れば１反

となるのです 

 円の直径を一辺とする正方形の面積を、円の面積に直すのが、この「円法０．７９」

です。 

  正方形の面積：円の面積＝１：０．７９ 

の関係ですので、 

  ３７９．６６５×０．７９＝２９９．９３５３５ 

              ≒３００（坪） 

３００坪＝１反 

ですので、「田の法３」で割りますと、 

  ３００÷３００＝１（反） 
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 さて、２つ目の問題です。 

 ３００坪の横を２間とすると、もう一辺の長さはどれだけになりますか 

 解法は、 

 ３００坪を２間で割れば、長さは１５０間となります。数が 

いくらでも同じです 

 これはもう、当然でしょう。 

  ３００÷２＝１５０（間） 

 横の長さなどが、いくらになっても同じ計算でいけますよと 

締めくくっています。 
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